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１．研究の目的 
 中国系アメリカ人作家マキシーン・ホン・キングストン（Maxine Hong Kingston, 1940-）の処
女作『チャイナタウンの女武者─幽霊の中で過ごした少女時代の思い出』（The Woman Warrior: 
Memoirs of Girlhood among Ghosts, 1976、以下『チャイナタウンの女武者』と略記）は、出版後た
だちにベストセラー・リスト入りし、国内の主要雑誌､新聞などの書評にも取り上げられ、高く評
価された。さらに、全米批評家賞（National Book Critics Circle Award）など国内の定評ある文学賞
を立て続けに受賞し、キングストンの作家としての地位は確固たるものとなった。その後、『アメ
リカの中国人』（China Men,1980）、『トリップマスター・モンキー─そのフェイク・ブック』
（Tripmaster Monkey: His Fake Book, 1989、以下『トリップマスター・モンキー』と略記）、そして
『第五の平和の書』（The Fifth Book of Peace, 2003）と三冊の小説を刊行した。二十七年間に四冊
の長編小説執筆というのは、寡作な作家と言えるかもしれない。しかし、この四冊で、キングス
トンは現代アメリカを代表する作家の一人となった。 
キングストンの小説は、パロディ、パスティーシュ、言葉遊び、逆説、矛盾、不確定さなどに
満ちている。さらには、様々な文学ジャンルの混淆、古典作品からの自由奔放な引用、意味の多
重化、出来事の重層的な解釈、開かれた結末をその特徴とする、いわゆるポストモダン文学の流
れをくんでいると言える。キングストンは、中国の古典作品、物語、民話、寓話などの中国の文
化イメージの引用、言及、借用を積極的におこなう。キングストンが小説中で言及したり借用し
たりしている伝統的な中国の文化イメージは、伝説の女武者花木蘭（Fa Mu Lan）、実在の女性詩
人蔡琰（Ts’ai Yen, 175-239?）、多種多様な幽霊、李汝珍（Li Ju-chen, c. 1763-1830）の中国清代の
小説『鏡花縁』（Flowers in the Mirror,1818）に登場する唐敖（Tang Ao）、蒲松齢（Pu Sung-ling, 
1640-1715）の短編集『聊斎志異』（Strange Stories from Chinese Studio, 1679）収録の幽霊譚、李覆
言（Li-Fu-yen）の杜子春（Tu Tzu-ch’un）の物語、中国版『ロビンソン・クルーソー』（Robinson Crusoe, 
1719）とでも言うべき羅賓遜（Lo Bun Sun）の物語、羅貫中（Luo Guanzhong、生没年未詳）作『三
国志演義』(Romance of the Three Kingdoms )、漂泊の詩人屈原(Ch’ü Yüan, 340-278. BC)の「離騒､
または憂いに遭いての哀歌」（“Li Sao, or Lamenting on Encountering Sorrow”）、呉承恩（Wu 
Ch’eng-en, ?-1582?）の『西遊記』（Journey to the West, c. 1570）、施耐庵（Shi Nai-an, 1296?-1370?）
作と言われる『水滸伝』（Water Margin，17 世紀頃）などである。 
博士論文の目的は、キングストンの代表的な作品である『チャイナタウンの女武者』、『アメリ
カの中国人』、『トリップマスター・モンキー』を取り上げ、これら三作品がポストモダン文学の
伝統に連なる作品であることを確認し、その上で上述の中国古典や中国文化イメージが各作品に
いかに取り入れられているのかその技法を探り、さらには作品にいかなる文学的な効果をもたら
しているのかを、フェミニズム的な観点及びエスニック的な観点から考察することである。そう
することによって、実に、豊かで多層的な小説空間が構築されていることが明らかになると考え
るからである。 
キングストンの作品が発表されてからほぼ四十年が経ち、論文や研究書等は欧米のみならず、
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中国、韓国、日本などで数えきれないほど刊行されている。キングストン研究の初期の段階では、
キングストンがアメリカのカリフォルニア州ストックトン（Stockton）生まれの中国系二世であ
るということから、文学的な観点からよりもむしろ政治的・社会的な観点から作品が分析される
傾向があった。小説内で描写されている中国人移民の姿や生活が現実に立脚しているか否かが論
点になったりもした。たとえば、小説家であり批評家でもあるフランク・チン（Frank Chin, 1940-）
などは、キングストンの描く中国系アメリカ人男性の姿が現実を著しく歪めていること、かつ中
国の伝統的な文学作品が改ざんされて用いられていることを指摘し、中国の伝統を歪めたと非難
した。しかし、そのような研究アプローチは、キングストン文学が内包するパロディ、間テキス
ト性、マジカル・リアリズムなどが着目されるにつれて、文学的な分析に主眼をおくものに変わ
ってきている。その意味では、中国文化イメージを分析することを試みる本研究も、キングスト
ン文学の理解を深めるのに貢献するものと思われる。 
 
2．各章の内容 
 第一章 『チャイナタウンの女武者』に描かれた文化の衝突 
第一章では、キングストンの処女作『チャイナタウンの女武者』を取りあげる。『チャイナタ
ウンの女武者』は、中国系アメリカ人二世である「わたし」（小説中に固有名詞は明記されていな
い）が中国人移民である母英蘭（Brave Orchid）との様々な葛藤を通して、自己発見・自己認識に
至るさまを描いたものである（Feng 107）。しかし、通常の自伝小説や伝記文学とは異なり、「わ
たし」の語る話は、時間の順序に従って語られてはいない。時間の流れは大胆に無視され、過去
と現在が入り乱れる。語り手の「わたし」は、母の英蘭、祖母、父方の叔母の「名のない女」、母
方の叔母の月蘭（Moon Orchid）の人生を、虚構と事実を織り交ぜて饒舌に語ることによって、自
分の人生を間接的に浮かび上がらせる。「わたし」と母の英蘭の語る話の中に、中国の伝説、神話、
中国古典文学、ファンタジーなどが混在し、さらには中国の伝統的な文化イメージとも言うべき
伝説の女武者花木蘭、実在の女性詩人蔡琰、多種多様な幽霊などが登場する。 
第一章第一節では『チャイナタウンの女武者』に描かれている幽霊を詳細に分析する。『チャ
イナタウンの女武者』には、「幽霊の中で過ごした少女時代の思い出」という副題がまさに示すよ
うに、実体を備えた様々な幽霊が出没する。本節では、主人公の「わたし」の自己発見・自己認
識というテーマと関連づけながら、中国系アメリカ人のアイデンティティ構築に幽霊がいかなる
役割を果たしているのか、さらにはこの作品において幽霊がきわめて多義的にそして重層的に表
象されているさまを検証したい。『チャイナタウンの女武者』は、「名のない女」（“No Name 
Woman”）、「白虎」（“White Tigers”）、「シャーマン」（“Shaman”）、「西の宮殿で」（“At the Western 
Palace”）、「胡茄のうた」（“A Song for a Barbarian Reed Pipe”）の五つの独立した、しかしゆるやか
に連携した短編物語で構成されている。五つの短編物語すべてに幽霊に対する言及はある。しか
し、二つ目の物語「白虎」に関しては、物語の主眼が女武者花木蘭の冒険を語ることにあるため、
本節では触れない。 
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 最初の物語「名のない女」において、幽霊は、男性中心の性道徳に女性を縛り付けている中国
の家父長制社会に対する反抗、怒りを表象している。ここでは、幽霊は、世代間の文化の継承・
文化のリレーをおこなう役目を担っている。三つ目の物語「シャーマン」では、場面が中国の時
とアメリカの時では幽霊の意味するもの、担う役目が異なる。中国の場面では、「名のない女」の
章と同様、幽霊は伝統的な中国、女性を抑圧し束縛する中国の家父長制社会を象徴的に示してい
る。しかし、アメリカに場面が移ると、幽霊は、第一世代の中国系アメリカ人である母にとって
は「得体の知れないもの」つまり中国的ではないもの、という意味をもつ。四つめの物語「西の
宮殿で」においては、中国とアメリカという差異が消滅し、叔母の月蘭も夫もたがいに相手を幽
霊であると認識するというパラドックスを生む。五つめの物語「胡茄のうた」において、移民世
代の親にとって、成長した子供たち自身が幽霊となる。一方、中国系アメリカ人二世である「わ
たし」にとって、幽霊は、チャイナタウンの古い慣習、二つの文化に跨ることから生じる不安や
苦しみ、葛藤を体現するものとなる。 
このように、ポストモダン小説『チャイナタウンの女武者』において、幽霊は、きわめて多義
的で相対立する存在である。読者は、キングストンが意図的に仕掛けた、矛盾に満ち溢れ不合理
で多義的な幽霊表象を積極的に読み解いていかなければいけない。キングストンは、幽霊に錯綜
し多様で多面的な意味を持たせることによって、移民世代の経験した複雑な立場、異文化に馴染
めない苦悩、疎外感、孤独を、さらには中国系アメリカ人女性の、二つの文化に跨ることから生
じる自己実現の困難さ、ジェンダー的・人種的葛藤、精神的な困惑を、読者に示そうとしたので
ある。 
 第一章第二節では花木蘭表象を分析する。本節では、『チャイナタウンの女武者』の二つ目
の物語「白虎」に描かれている伝説の女武者花木蘭に着目し、花木蘭が作品の中で担っている役
割を考察する。そうすることによって、この作品のテーマがより鮮明に浮かび上がってくると考
えるからである。論述の順序としては、最初にラン・ドン（Lan Dong）の論考に依拠しながら、
伝説の女武者花木蘭の物語がいかなるものかを確認し、花木蘭言説のルーツである『楽府詩集』
（Yuefu Ballads）に描かれた花木蘭の物語と『チャイナタウンの女武者』に描かれた花木蘭を、プ
ロット展開、構造、テーマなどの点からを比較し、次に『チャイナタウンの女武者』に登場する
四人の主要な女性達、すなわち、「わたし」、父方の叔母の「名のない女」、母の英蘭、母方の叔母
の月蘭と花木蘭の関係について分析し、キングストンが花木蘭の物語をこの四人にいかに投影し
かつ書き直しているかを解明する 
『チャイナタウンの女武者』の女性の登場人物、すなわち「わたし」、父方の叔母の「名のな
い女」、母の英蘭、母方の叔母の月蘭、に花木蘭がどのように投影されているのか、見てみる。名
前の点から言うと、母の英蘭と母方の叔母月蘭に、花木蘭の名前の一部が受け継がれている。戦
う女武者花木蘭の属性を二人とも引き継いでいるということを示している。英蘭の英（brave）に
は、勇敢、勇ましい意味がある。母は、名前だけから言っても、女武者花木蘭の正統な後継者と
いえる。一方、月蘭の月（moon）が狂気（lunatic）を連想させ、名前に精神に破綻をきたす運命
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が刻印されている叔母は、アメリカの生活に馴染めず、狂気に陥る。月蘭は女武者花木蘭の破綻
した姿である。父方の叔母の「名のない女」は、家父長制社会と戦い、最後には村の井戸に身を
投げて、共同体全体に復讐するという行動に出る。父方の叔母は悲劇的な闘う女武者であると言
える。「わたし」は母から聞かされた女武者花木蘭の冒険物語に心を躍らせ、女武者花木蘭のよう
な武器を取って闘う女性になろうと決意する。「わたし」は、ペンを取って闘う作家となることを
夢見る。 
四人の女性達は、「わたし」が少女時代、中学校時代、青春時代、成人と成長する段階で登場
する。彼女達は、「わたし」の肯定的モデルと否定的なモデルともなる。沈黙すべきか、発言すべ
きか。自分の意志に従って結婚を決めるべきか、家父長制社会のしきたりに従って他人に結婚を
決めて貰うか。従順で伝統的な女性になるべきか、女武者になるか。花木蘭が提示する様々な選
択を通して、「わたし」は自分の生き方を模索し、小説家になることを決意する。 
花木蘭表象を通して、作者キングストンが望ましいと考える女性のあるべき姿が、明らかにな
る。キングストン自身も、花木蘭から生涯にわたって闘い抜く強靱な精神を引き継いだと言える
かもしれない。キングストンは、反戦運動家として、ペンという平和な武器でもって、物語を紡
ぎ、創作することにより、闘うのである。 
 
 第二章 『アメリカの中国人』に描かれた中国系アメリカ人の歴史の回復と再建 
 キングストンの第二作目の長編小説『アメリカの中国人』は、中国系アメリカ人男性の年代記
とも言うべきものである。中国系アメリカ人である語り手の「わたし」によって、曾祖父、父方
と母方それぞれの祖父、伯父、父、弟と各世代の男性達の苦闘の歴史が語られる。三世代にわた
る中国系アメリカ人女性の波乱に満ちた生活を描いた『チャイナタウンの女武者』と対をなす作
品と言える。『アメリカの中国人』においては、アメリカに移民として渡った中国系アメリカ人男
性達が、ハワイの檀香山にあるサトウキビ農園、アラスカの採掘現場、シエラネヴァダ山脈の大
陸横断鉄道建設現場などで、劣悪な労働条件のもと、過酷な肉体労働によってアメリカの建国に
協力し、アメリカに対して自分たちの権利を要求するさまが描かれる。『アメリカの中国人』は、
「わたし」の一族の男性の人生を語る六つの長い章とより短い十二の章で構成されている。「わた
し」の空想、家族の歴史、中国の伝説、小説、神話、寓話、小話、アメリカの移民法の条文、新
聞記事等がコラージュ風に挿入されている。 
第二章第一節では、『鏡花縁』に登場する唐敖の物語と『聊斎志異』収録の幽霊譚を取り上げ
る。唐敖の物語は性転換の物語であり、幽霊譚は夢が破れる物語である。本節の目的は、いかな
る意図でこの二つの古典作品が『アメリカの中国人』に取り入れられているのか、さらにはこの
物語を取り入れることによって作品にいかなる文学的な効果がもたらされるのかを、フェミニズ
ム的な観点及びエスニック的な観点から探ることである。そうすることによって、『アメリカの中
国人』におけるキングストンの創作意図を明らかにする。 
 『鏡花縁』はジャンル的には風刺小説、歴史小説、旅行記譚に属す。『アメリカの中国人』にお
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いて、唐敖の物語は「発見について」（“On Discovery”）という最初の物語でパロディ風に用いら
れている。キングストンは『鏡花縁』に描かれた唐敖の物語にいくつかの修正を施している。「発
見について」と『鏡花縁』に描かれている唐敖の物語を、去勢、すなわち精神的、肉体的に男ら
しさを奪われることに焦点を絞って、去勢の対象になった人物、抵抗の有無、去勢の程度、物語
の年代と場所という四つの側面から具体的に考察する。キングストンが原作に対していかなる修
正を加えているのかが明らかになると思われるからである。 
 キングストン自身はあるインタビューで次のように語っている。「私は『アメリカの中国人』の
中で、女性の国にやってきた男について書きました。その国で彼は纏足にされ、耳に穴を開けら
れました。私はアメリカにやってきた中国人男性について書きました。アメリカでは、彼らは女
性の仕事、すなわち洗濯屋や料理店などの仕事をやらざるを得なかったのです」（Hurtley 85）。キ
ングストンは、女人国とアメリカ、男らしさを奪われた唐敖の運命と中国人男性の人生を等号で
結んでいる。キングストンの描く無抵抗で受動的な唐敖は、十九世紀のゴールドラッシュ以降、
「金山」を探し求めて続々とアメリカにやってきた中国人男性の人生を体現していると言える。
キングストンは、唐敖の物語を通して、中国人移民の男性は性差別と人種差別により、去勢に等
しい厳しい生活に甘んじねばならなかったのだということを、当時の移民法などを例示しながら
訴えているのである。 
『アメリカの中国人』の三つ目の物語「死霊の愛」（“Ghostmate”）は、蒲松齢の短編集『聊斎
志異』に収録されている幽霊譚を基にして描かれている。物語は以下のようなものである。科挙
試験を終えた青年が、大雨の日に、未亡人と称する美しい女性と出会い、彼女の家でおいしい料
理と酒をごちそうになる。お礼に彼は､詩を書き、靴を作り、刺繍をしたと語られる。徐々に、未
亡人は青年に近づき、「あなたを愛しているのです」（79）と言って誘惑しようとする。しかし青
年は家にいる妻と子供のことを思い出し、彼女のもとを逃げ出す。翌日、道行く人は髪を振り乱
し、目に付くほど痩せた青年の姿を見て驚く。青年は昨夜出会った女性の家を探すが、そこには
墓しか残っていない。美しい女性は、白骨だったのだと青年は気がつく。「死霊の愛」は「夢のよ
うな恋は長く続かないものである」（81）という言葉で終わる。 
「死霊の愛」は、『アメリカの中国人』の第一章「中国からやってきた父のこと」(“The Father from 
China”)と第二章「檀香山の曾祖父」（“The Great Grandfather of the Sandalwood Mountains”）の間に
挿入されており、「わたし」の父、祖父、曾祖父の人生と重なる。中国で科挙試験に合格し、教師
をしていた父は、アメリカに夢を抱いてやってきたが、騙され、搾取され、何度となくひどい目
にあう。祖父、曾祖父達は一攫千金を夢見て「金山」にやってくるが、夢は破れる。キングスト
ンは「死霊の愛」という幽霊物語を挿入して、美しいものに対する憧れと夢の空しさを伝える。
中国の男性達にとってアメリカ（美国）の「美」は美人の国であり、美しい国である。「金山」の
美しい国に渡る前に抱いていた憧れや夢がいかに甘くはかないものであったか、そして現実はま
さに白骨のようなものであることを「死霊の愛」は語っているのである。キングストンは、『アメ
リカの中国人』の「発見について」と「死霊の愛」において、アメリカに移住した中国系男性を、
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個性も、男らしさも喪失し、沈黙を続けざるをえない人物として描くのである。 
第二章第二節では「関羽」を取り上げる。中国系アメリカ文学において関公を題材にした文学
作品は数えきれないほどあり、関公は無視してはならない重要なイメージである。キングストン
は『アメリカの中国人』のみならず、処女作の『チャイナタウンの女武者』や三作目の作品『ト
リップマスター・モンキー』においても、関公をさまざまな形で登場させている。『アメリカの中
国人』において、関公を体現しているのは、第三章「シエラネヴァダ山脈の祖父」（“The Grandfather 
of the Siera Nevada Mountains”）に描かれている祖父の阿公（Ah Goong）である。阿公がサクラメ
ント（Sacrament）で「関公劇」をみる場面が詳細に描かれている。「主役の男優が顔を赤く塗り、
ぼうぼうの黒い眉と長い黒髭を生やして、のしのしと舞台に出て来たとき」（149）、阿公は俳優の
化粧を見た瞬間、その登場人物が勇ましく義に篤い祖国中国の英雄関公だとすぐわかり、阿公の
心臓は喜びで躍り上がる。芝居が進むにつれて、関公のほか、劉備（Liu Pei）、張飛（Chang Fei）、
曹操（Ts’ao Ts’ao）も登場し、「桃園の誓い」、「一騎当千」などの『三国志演義』の名場面が演じ
られる。その過程で関公の忠誠、勇気、信義、男の活力、そして男らしさが浮かび上がってくる。
阿公は関公の芝居を見て、励まされ、「心身が爽やかになり、元気が湧いてくるのを感じる」（150）。 
 『アメリカの中国人』において関公は豊かで重層的な意味を持つ。「勇、忠、義、信」の儒教思
想を体現する英雄にとどまらず、祖先として先祖崇拝の対象になり、さらには文学者や武者の守
り神にもなっている。キングストンは、英雄「関公」が喚起するイメ―ジを用いて、中国系アメ
リカ人男性の男らしさを復活、再建し、さらにはアイデンティティの確立を図ろうとしたと言え
よう。 
『アメリカの中国人』において、真に男らしい人物は、最終章「ベトナムの弟」（“The Brother in 
Vietnam”）に登場する「わたし」の弟のハン・ブリッジ（Han Bridge）である。弟は、関公が体現
する勇敢、忠義、忍耐力を持つ。教養があり、真の愛国心があり、平和を愛し、反戦主義を唱え
る青年である。その意味では、弟は、戦争の神としての関公とは異なる。関公でありながら、関
公を乗り越える存在である。弟は名前に相応しく、中国とアメリカのかけ橋（Bridge）となる人
物であり、中国系アメリカ人の新しい男性なのである。 
 
第三章 『トリップマスター・モンキー』に描かれた文化混合の訴え 
 第三章では、『トリップマスター・モンキー』を取り上げる。この作品は、1960 年代のサンフ
ランシスコを舞台にしている。語りの形式は、前二作の一人称の語りをやめ、三人称の「作者全
知」の語りを採用している。中国系アメリカ人五世の主人公ウィットマン・ア・シン（Wittman Ah 
Sing）の視点から描かれている。彼はカリフォルニア大学バークレー校の英文科を卒業し、現在
二十三歳。昼はデパートのおもちゃ売り場に勤務し、夜は詩を書いている。大学時代の友人で女
優のナンシ ・ーリ （ーNanci Lee）から、東洋人女性を主役とした戯曲を書いて欲しいと頼まれる。
彼は、中国古典の『西遊記』、『三国志』、『水滸伝』を取り入れた叙事詩のような戯曲を執筆し、
上演しようと計画する。この戯曲を執筆している最中に、彼はサンフランシスコ市内を歩き回る。
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その過程で、さまざまな民族的・文化的背景をもった人たちと出会い、自分の執筆した戯曲に、
出会った人たち全員を出演させ、チャイナタウンで上演し、大成功を収める。演劇を通じて、さ
まざまな文化的背景を持つ人たちと、自由と希望に溢れる新たなコミュニティーをチャイナタウ
ンに築く。 
 『トリップマスター・モンキー』の特徴は、中国古典文学の借用や引用と、西洋文学、アメリ
カのポップ・ミュージック、映画などに対する言及や引用とが並置されていることである。より
具体的に言えば、小説の枠組みとして、『西遊記』とジョイスの『ユリシーズ』（Ulysses, 1922）
が採用され、主人公のウィットマンは孫悟空であり、トリックスター（trickster）であり、レオポ
ルド・ブルーム（Leopold Bloom）でもある。ウィットマンは『三国志』などの中国文学を朗読す
るかと思えば、ライナー・マリ・リルケ（Rainer Maria Rilke, 1875-1926）の『マルテの手記』（The 
Notebooks of Malte Laurids Brigge; Die Aufzeichnungen des Malte Laurids Brigge, 1910）の一場面を朗
読する。『水滸伝』の一場面を熱く語るかと思えば、ヴァージニア・ウルフ（Virginia Woolf, 1882-1941）
の『オーランドウ』（Orlando, 1928）のスケートの場面を思い出して語る。中国と欧米の並置とい
う意味では、ウィットマン・ア・シンという彼の名前も欧米の名前と中国のそれとの並置である。
さらに言えば、ウィットマンの名前は、中国人の名前とアメリカ人の名前を合体したものであり、
多義的な意味が込められている。ウィットマンという名前はアメリカの詩人ウォルト・ホイット
マン（Walt Whitman, 1819-1892）を連想させる。このように、キングストンは、『トリップマスタ
ー・モンキー』において、あらゆる場面で東洋と西洋の並置を試みる。 
 第三章第一節では、『西遊記』と詩人ホイットマンの『草の葉』（Leaves of Glasses, 1855）に焦
点を当て、それぞれ比較しながら、キングストンが原典をどのように借用し、書き換えているの
か、その目的は何かということを考察する。『西遊記』は、三蔵法師（Hsuan-tsang, Monk Tripitaka）
の中国からインドへの仏典を求める旅を描いたものである。三蔵法師と孫悟空、沙悟浄（Sandy）、 
猪八戒（Pigsy）の八十一の冒険が描かれている。『西遊記』は、観音菩薩（Kuan Yin, Chinese Goddess 
of Mercy）が孫悟空を教え諭し、任務達成のために導いていくという構造的枠組みを持つ。 
『トリップマスター・モンキー』は、中国系アメリカ人五世のウィットマンのアイデンティテ
ィを探し求める旅をテーマにしており、『西遊記』の「法典を求めての旅」の枠組みをうまく利用
している。『トリップマスター・モンキー』は、先に述べたように、作者全知の三人称の語りを採
用している。ウィットマンの人生を導く全知全能の語り手は、『西遊記』に登場する観音菩薩を想
起させる。『西遊記』において、観音菩薩が孫悟空を叱咤激励して導いていくように、『トリップ
マスター・モンキー』の語り手もウィットマンを叱りつけたり、からかったりしながら、誘導し
ていくのである。 
 ウィットマンは、全知の語り手の観音菩薩に見守られながら、中国系アメリカ人としてのアイ
デンティティを再確認する。彼は、『アメリカの中国人』に登場するハン・ブリッジと同様、新し
い中国系アメリカ人なのである。平和主義者で、ベトナム戦争反対運動に熱心に参加し、自作の
劇はいつのまにか内容的に反戦運動に転換される。ウィットマンは、六十年代のビート族でもあ
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る。彼は、アメリカ人であることに誇りを抱き、詩人ホィットマンの歌う自由精神の実践者でも
ある。彼は、自作の劇に出演させたさまざまな民族的・文化的な背景をもつ人たちと、中国にも
アメリカにも属さない新しいコミュニティーを作る。キングストンは、ウィットマンを通して、
なにものにも囚われない自由自在な「地球人」という理念を訴えるのである。 
 第三章第二節では、『トリップマスター・モンキー』に、『三国志演義』と『水滸伝』がいかに
取り入れられているのかを考察する。『三国志演義』と『水滸伝』は、ウィットマンが執筆中の戯
曲の中に、自由奔放に換骨奪胎して取り入れられている。ウィットマンの戯曲の中での配役は、
以下の通りである。ウィットマンは、資金集め、制作、執筆、演出、主演と一人で何役もこなす。
中国系アメリカ人のウィットマンが関羽を、日系アメリカ人のランス・カミヤマ（Lance Kamiyama）
が劉備を、ワスプ（WASP）のチャールズ・ボガード・ショー（Charles Bogard Shaw）が張飛を、
フィンランド人のターニャ（Taña）が孫夫人を演じる。ウィットマンの戯曲には、「劉備と孫夫人
の結婚」、「桃園の誓い」などの場面が取り入れている。しかし、ウィットマンの戯曲では、関羽、
劉備、張飛などの英雄は戦術に長けた勇壮な武将としてよりはむしろ、つまらない失敗をしたり、
戦争に明け暮れた人生を悔やんだりする人間として描写される。『三国志演義』や『水滸伝』は、
が、武人同士の友情や、優れた軍人を賞賛するためにではなく、普遍的な友情や愛、敵同士の和
解といった平和を希求する場面を描くために、修正を加えられ、利用されているのである。 
 『水滸伝』は、百八人の好漢が梁山泊に拠点を築き、腐敗した権威に刃向かい、貧しい者を助
けるという、男の同志の友情や武勇伝の物語である。最初は敵同士だった者たちが仲間になって
新しい共同体を作るというプロット展開は、『トリップマスター・モンキー』に姿を変えて用いら
れている。ウィットマンは、あちこち歩き回って知り合いになった、年齢、職業、性別、人種の
異なる人達を自分の設立した劇団に招き入れ、自作の芝居に出演させる。ウィットマンの芝居に
は、様々な民族的・文化的背景を持った人物達が出演し、舞台上に多民族的・多文化的空間が生
じるのである。ここに、キングストンの望む中国系アメリカ人の新しい共同体のありようが示さ
れている。 
 
3. 結論 
キングストンの代表的な三作品『チャイナタウンの女武者』、『アメリカの中国人』、『トリップ
マスター・モンキー』を考察してきた。結局、キングストン文学の最大の特色は、中国文化と欧
米文化の対立、衝突、共存、融和、並列を、ポストモダン小説のさまざまな技法を駆使して、自
由奔放に、力強く、執拗に書き込んだことであろう。本博論では、キングストンが駆使する文学
技法の中で、特に中国古典の借用、修正、パロディの技法に注目した。キングストンは、第二章
で見たように、中国古典は書き換えるべきものであり、古典物語を保存する唯一の方法はアメリ
カという新しい環境で語り続けることであると主張している。さらに、自分は記録係りや書記係
ではないと断言していることからも明白なように、キングストンは何の躊躇もなく自由自在に書
き換えや修正を行う。キングストンは、中国の古典を書き換え、もてあそぶことも自分たちの特
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権の一つだとも述べている。本博論は、古典文学に対してこのような持論を持つキングストンの、
中国古典の書き換えのさまを詳細に検討し、その意図を探ろうと試みたものである。 
キングストンの中国古典の書き換えの方法としては、次の四つに纏められる。一つ目は中国古
典の物語に、些細ではあるが衝撃的なまたは謎めいたコメントや描写を付け加えることである。
これは読者の想像力を刺激し、読者に小説への積極的な参加を促す。二つ目は中国古典に由来す
る二つ以上の物語を合体することである。花木蘭の物語における入れ墨のエピソードはその一例
である。背中に文字を彫るエピソードはもともと岳飛の物語である。岳飛の物語が合体すること
によって、小説空間は飛躍的に広がり、物語は複雑さを帯びてくる。三つ目は、中国古典と西洋
文学、大衆文化を平行させて、書き換えることである。『トリップマスター・モンキー』の、ウィ
ットマンには、孫悟空、詩人のホイットマン、オディッセイア、レオポルド・ブルーム（Leopold 
Bloom）などが集約され、ウィットマンの人物像は、多層的になる。しかも、『トリップマスター・
モンキー』の全体にわたって、英語、中国語、ポリネシア語、日本語などが併用され、そして中
国文学、西洋文学はいうまでもなく、映画、歴史、ポップ・ミュージック、中国の文化、食事、
日本の芸術まで、貪欲に羅列されている。 
このように、キングストンにとっては、中国古典は創作の素材であり、インスピレーションの
源なのである。二つの文化に跨るキングストンは、中国古典の物語を巧みに書き換え、濃密で多
層的な作品世界を構築し、アメリカの現実を生きる中国系アメリカ人のアイデンティティ構築に
奮闘する。キングストン自身もウィットマンのようなトリックスターなのかもしれない。 
別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
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学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  王 偉  
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マキシーン・ホン・キングストンの作品と中国古典  
 
論文審査担当者氏名  
 （主査）佐藤研一，藤田緑，吉田栄人，鈴木美津子  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
 博士論文の目的は、中国系アメリカ人作家のなかでもひときわ異彩を放つマキシーン・
ホン・キングストン（Maxine Hong Kingston, 1940-）の主要３作品を取り上げ、これらがポ
ストモダン文学の伝統に連なる作品であることを確認し、次いで中国古典がいかに引用さ
れ、借用され、書き換えられているのかを詳細に分析することによって、豊かで多層的な
文学空間の構築を可能にした文学技法を解明することである。  
第１章第１節では、『チャイナタウンの女武者』（The Woman Warrior, 1976）を取り上
げ、中国古典に頻出する幽霊がこの作品においても多種多様に描写されていることに着目
し、幽霊表象を仔細に分析している。結論として、キングストンが意図的に仕掛けた、多
義的で、矛盾に満ちあふれ、不合理な幽霊表象を、読者は積極的に読み解いていかねばな
らないと指摘する。この指摘はキングストン文学の本質を突いており、示唆に富む。第二
節では、『チャイナタウンの女武者』に描かれている女武者花木蘭（Fa Mu Lan）と北宋時
代に編纂された『楽府詩集』（Yuefu Ballads）の花木蘭の物語を、プロット展開、構造、テ
ーマなどの観点から比較し、花木蘭の物語がいかに変容されているのかを丁寧に跡付けて
いる。  
 第２章では、『アメリカの中国人』（China Men, 1980）を考察している。第１節では
『鏡花縁』（Flowers in the Mirror,1818）に登場する唐敖（Tang Ao）と『聊斎志異』
（Strange Stories from Chinese Studio, 1679）に収録されている幽霊譚が『アメリカの
中国人』において、中国系アメリカ人男性の男らしさの喪失を描くために、パロディーの
手法を用いて書き換えられていることを具体的に示し、興味深い論考となっている。第２
節では、多義的に表象されている関羽（関公、Guan Goong, ?-219）を仔細に分析し、次
いで作品の中で関羽を体現している阿公（Ah Goong）に焦点を当て、中国系アメリカ人男
性の男らしさの復活、さらにはアイデンティティ確立のさまを検証している。  
  第３章第１節では、『トリップマスター・モンキー』（Tripmaster Monkey, 1989）を取り上
げ、主人公ウィットマン（Wittman）の人物造型が『西遊記』（Journey to the West , 1592 年
頃成立）の孫悟空（Monkey King）を下敷きしていること、ウィットマンを導く全知全能
の語り手が観音菩薩を想起させることなどを丁寧に分析し、キングストンが中国古典と自
由奔放に戯れていることを跡付けている。第２節では、ウィットマンが『三国志演義』
（The Romance of the Three Kingdoms , 1522）と『水滸伝』（The Water Margin, 1522-66）を目
下執筆中の戯曲に換骨奪胎して取り込むことによって、平和を希求する物語に変容させて
いることを検証している。  
 以上、丹念に先行研究にあたった上で、パロディー、言葉遊び、ジャンルの混淆などを
的確に分析し、キングストンの重層的な文学手法を解明しようとした本論文は、意義ある
ものと言える。ただし、フェミニズムあるいはエスニックという視点を用いる際に、新し
い見方を示しているにもかかわらず、かならずしも先行研究との差異が明らかにされてい
ない点が二、三あったことは惜しまれる。また、日本で暮らす中国人としての立場を反映
した、具体的な分析が加われば、より重厚な論考となったものと考えられる。ともあれ、
本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
識を有することを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合
格と認める。  
  
